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国
の
平
成
二
十
年
度
予
算
は
、

歳
出
の
抑
制
と
所
管
を
越
え
た

予
算
配
分
の
重
点
化
、
効
率
化

で
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
改
善

を
図
り
、
国
債
発
行
額
に
つ
い

て
も
極
力
抑
制
さ
れ
ま
す
。�

　
地
方
財
政
の
歳
出
は
、
社
会

保
障
費
が
増
加
し
て
い
る
と
と

も
に
、
公
共
投
資
に
よ
る
公
債

費
は
、
増
大
し
て
い
る
状
況
で

す
。今
後
も
地
方
財
政
は
、歳
出

全
般
の
合
理
化
・
効
率
化
が
さ

ら
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す�

　
ま
た
一
方
で
、自
由
に
、独
自

に
施
策
を
展
開
し
、
や
る
気
の

あ
る
地
方
に
対
し
て
、
「
が
ん

ば
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
昨
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
、
地

方
交
付
税
で
引
き
続
き
支
援
さ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

地
域
独
自
の
「
や
る
気
」
と
施

策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
な
か
、
第
四
次
江

府
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
小
さ
く
て
も
元
気
で
明

る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り｣

に
む
け
、
行
財
政
改
革
、
住
民

の
健
康
対
策
、
住
民
に
よ
り
身

近
な
行
政
推
進
、
住
民
を
基
本

に
す
え
た
対
話
と
協
調
、
企
業

誘
致
な
ど
に
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。�

　
本
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

歳
入
は
、
町
税
の
減
少
を
見
込

む
一
方
、
歳
入
の
四
割
余
り
を

占
め
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
地
方
再
生
対
策
に
伴
う
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。�

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
投
資
的

事
業
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

継
続
事
業
お
よ
び
ソ
フ
ト
事
業

を
中
心
と
し
て
編
成
し
て
い
ま

す
。�

　
特
に
、
新
規
事
業
と
し
て
児

童
生
徒
の
安
全
で
安
心
で
き
る

通
学
の
確
保
と
、
住
民
の
利
便

を
向
上
さ
せ
る
た
め
町
営
バ
ス

運
行
に
と
も
な
う
車
両
購
入
、

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
の
た
め
の

嚥
下
（
え
ん
げ
：
飲
み
込
み
）

機
能
評
価
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
お
よ
び
少

子
化
対
策
と
し
て
六
か
月
児
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
を
対
象
に

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
一
部
公
費
負
担
、
妊
婦
検

診
の
七
回
の
支
援
、
小
学
校
統

合
に
向
け
て
の
指
導
主
事
の
配

置
、
中
学
校
に
お
け
る
二
学
級

確
保
対
策
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。�

　
昨
年
度
と
同
規
模
の
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
国
・
県
の
有
利
な
制
度
を

極
力
利
用
し
な
が
ら
財
源
を
確

保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。�

行
財
政
方
針
に
つ
い
て�

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算�

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を行う

　　　　　　予算�

【町　　税】みなさんが納めた税金�

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り入れ

　　　　　　たお金�

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担してい

　　　　　　ただいたお金�

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入�

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中から、

　　　　　　町の財政状況に応じて交付されるお金�

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うために国

　　　　　　や金融機関から借り入れるお金�

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交付さ

　　　　　　れるお金�

【自主財源】町独自に入ってくるお金�

【依存財源】国や県から交付や、借り入れたお金�

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員などの報酬�

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児童手

　　　　　　当、医療扶助など�

【公 債 費】借り入れたお金の返済金�

【普通建設事業費】道路など整備するためのお金�

【積 立 金】積み立てたお金�

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など�

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が�

三
月
二
十
一
日
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

一
般
会
計
二
十
九
億
三
千
百
万
円
、
特
別
会
計
十
六
会�

計
で
十
七
億
五
百
八
十
九
万
円
、
合
わ
せ
る
と
四
十
六�

億
三
千
六
百
八
十
九
万
円
と
な
り
ま
す
。�

当
初
予
算

当
初
予
算�
当
初
予
算

当
初
予
算�
当
初
予
算�
平成20年度�

人件費�
6億2,143万円�
21.2％�

公債費�
7億8,631万円�
26.8％�

扶助費�
1億1,475万円�
3.9％�

普通建設事業�
1億4,640万円�
5.0％�

繰出金�
3億2,572万円�
11.1％�

補助費等補助費等�
5億1,2651,265万円万円�
17.517.5％�

物件費物件費�
3億1,8081,808万円万円�
10.910.9％�

補助費等�
5億1,265万円�
17.5％�

物件費�
3億1,808万円�
10.9％�

その他�
4,366万円�
1.5％�

貸付金�
6,200万円�
2.1％�

公債費�

民生費�

総務費�

農林水産業費�

衛生費�

教育費�

土木費�

消防費�

議会費�

商工費�

その他�

町民一人あたりに使われるお金�特別会計当初予算�

214,078円�

154,938円�

117,828円�

95,522円�

74,632円�

56,359円�

40,995円�

19,156円�

15,718円�

5,168円�

3,592円�

5万� 10万� 15万� 20万� 25万�

会 計 名 � 平成20年度�

319万円�

3億5,971万円�

3億579万円�

1億719万円�

4億2,260万円�

242万円�

3,521万円�

7,517万円�

418万円�

9,420万円�

2億1,700万円�

549万円�

6,397万円�

382万円�

145万円�

450万円�

17億589万円�

373万円�

3億4,737万円�

2億9,573万円�

6億8,462万円�

4億511万円�

166万円�

3,461万円�

－　　�

107万円�

1億3,664万円�

1億9,264万円�

561万円�

6,151万円�

400万円�

190万円�

190万円�

21億7,810万円�

平成19年度�

85.5％�

103.6％�

103.6％�

15.7％�

104.3％�

145.8％�

101.7％�

皆増　　�

390.7％�

68.9％�

112.6％�

97.9％�

104.0％�

95.5％�

76.3％�

236.8％�

78.3％�

対前年比�

江尾財産区�

介護保険事業(保険事業勘定)

介護保険事業(サービス事業勘定)

介護老人保健施設�

後期高齢者医療�

笠良原市民農園�

農業集落排水事業�

簡易水道事業�

国民健康保険(事業勘定)

国民健康保険(施設勘定)

老人保健�

林業集落排水事業�

米沢財産区�

合 計 �

神奈川財産区�

住宅新築資金等貸付事業�

特定環境保全公共下水道事業�

町税の推移�

平成16年度�

8億8,878万円�
8億5,046万円�

7億9,923万円�

7億6,886万円� 7億4,291万円�

平成17年度� 平成18年度� 平成19年度�

町民税�

固定資産税�

軽自動車税�

たばこ税�

義務的経費義務的経費�
1515億2,2492,249万円万円�
51.951.9％�

義務的経費�
15億2,249万円�
51.9％�

投資的経費投資的経費�
1億4,6404,640万円万円�
5.05.0％�

投資的経費�
1億4,640万円�
5.0％�

その他経費その他経費�
1212億6,2116,211万円万円�
43.143.1％�

その他経費�
12億6,211万円�
43.1％�

歳出総額�
29億3,100万円�

平成16年度�平成17年度� 平成18年度� 平成19年度� 平成20年度�

29億3,100万円�29億1,000万円�

一般会計の推移�

40億�

30億�

20億�

10億�

0％�

20％�

40％�

60％�

80％�

100％�

120％�

平成20年度�

10億�

9億�

8億�

7億�

6億�

5億�

4億�

3億�

2億�

1億�

0

8,145万円�

972972万円万円�972万円�
1,351万円� 1,0151,015万円万円�1,015万円�660万円�973973万円万円�973万円�

1,387万円�

7,377万円�

978978万円万円�978万円�
1,017万円�

6,661万円�

9,879万円�

1,0081,008万円万円�1,008万円�1,008万円�

1億82万円�

町税�
8億5,845万円�
29.3％�

繰入金繰入金�
1億7,3007,300万円万円�
5.95.9％�

繰入金�
1億7,300万円�
5.9％� 諸収入�

8,116万円�
2.8％�

分担金及び負担金�
3,840万円　1.3％�

その他�
5,529万円　1.9％�

国県支出金�
2億8,809万円�
9.8％�

地方交付税地方交付税�
1212億5,0005,000万円万円�
42.642.6％�

地方交付税�
12億5,000万円�
42.6％�

地方特例交付税�
170万円　0.1％�

その他�
7,391万円�
2.5％�

町債�
1億1,100万円�
3.8％�

自主財源自主財源�
1212億630630万円万円�
41.241.2％�

依存財源依存財源�
1717億2,4702,470万円万円�
58.858.8％�

自主財源�
12億630万円�
41.2％�

依存財源�
17億2,470万円�
58.8％�

歳入総額�
29億3,100万円�

4040億1,8001,800万円万円�

3535億2,4002,400万円万円�

40億1,800万円�

3434億3,8003,800万円万円�34億3,800万円�35億2,400万円�

78.7％�

114.0％�

85.6％� 84.6％�

100.7％�

金　額�

対前年比�
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平成平成202 0年度主な事年度主な事業�平成20年度主な事業�

平成20年度予算における行財政改革の取り組み�

4 7 0

3 , 6 3 0

7 4 0

4 4 0

1 , 0 2 4

8 , 7 4 0

2 4

2 6 6

1 , 4 1 6

6 7 0

1 8 2

1 5 0

3 8 5

8 , 0 3 4

4 0

6 0

5 0

1 0 7

9 9 7

1 , 3 1 5

4 , 7 8 0

3 0

8 5 0

1 4 0

9 2

1 4 0

5 9 5

1 0 3

2 3 8

費目� 新規� 単独� 事業内容� 事業費�

＊�

�

＊一部�

�

＊�

＊�

�

�

＊一部�

＊一部�

�

＊一部�

�

�

�

＊�

�

�

＊�

＊一部�

�

�

＊�

＊�

＊�

＊一部�

＊一部�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

笠 良 原 市 民 農 園 �

国民健康保険(事業勘定)�

後 期 高 齢 者 医 療 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

水道・下水道料�料金の改定�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

＊�

�

＊�

�

�

＊�

�

＊�

＊�

＊�

�

＊�

＊�

総
務
費�

民
生
費�

衛
生
費�
農
林
水
産
業
費�

教
育
費�

土
木
費�

町道修繕�

江尾小学校体育館耐力度調査委託�

30人学級実施負担（中学校１年・３年生対象）�

養護学校通学支援（養護学校への通学を週５日支援）�

小学校統合対策（統合に伴う施設などの改修、記念事業）�

指導主事設置�

（小学校統合に伴う調整・助言などを行う専門指導者の配置）�

町道小江尾学校線改良（江尾小学校通学路の拡幅）�

介護予防支援（嚥下機能評価により肺炎予防など）�

母子健康相談指導（妊婦一般健康診査７回実施など）�

運動公園管理�

日輪閣外壁修繕�

予防接種委託（小児インフルエンザ一部助成など）�

三町衛生施設組合負担金（ゴミ・し尿処理負担金）�

父子年金扶助（父子家庭に、収入に応じて扶養手当を支給）�

観光推進（ベストアングルマップ作成・案内看板設置）�

同和問題町民意識調査�

家族介護支援対策（介護用品支給）�

障害者医療費・通院費助成�

健康診査�

合併処理浄化槽設置�

和牛増頭施設整備支援�

（和牛の飼育頭数を増やす施設の一部改修に助成）�

町行造林（間伐・除伐など）�

中山間地域直接支払制度交付金（農地保全活動への助成）�

軟質プラスチック処理委託�

江府町農業公社補助金�

企業誘致対策（工場設置奨励金など）�

町長・農業委員会選挙�

除雪車購入（ロータリー除雪車）�

過疎バス対策（バス購入など）�

（単位：万円）�（単位：万円）�

（単位：万円）�

○一般会計�
会計名� 新規� 単独� 事業内容� 事業費�

○特別会計�

指定管理者指定�

後期高齢者医療広域連合支援金�

後期高齢者医療広域連合納付金�

美用・宮市地区�

1 5 0

1 , 1 1 2

議 員 報 酬 �議員報酬10％減額を12％減額� 4 2 2

特 別 職 報 酬 �町長20％、副町長・教育長12％減額�

職員人件費　７％減額�

6 3 4

嘱 託 職 員 �２人削減し、職員で対応� 4 1 0

施 設 管 理 �浄化槽管理委託について業務の見直しによる削減� 8 4

事 務 機 リ ー ス �事務機器の削減・契約内容の見直しによる削減� 1 0 9

市民農園指定管理�指定管理者を指定し経費の削減� 2 7 2

各 種 委 員 報 酬 �
各種委員会報酬１回当たり、委員長3,500円を2,500円�
委員3,000円を2,000円に減額�

3 1

職 員 人 件 費 �

職員数減（70人→68人　2人削減）�
＊診療所を含む�

2 , 4 3 9

3 , 6 5 1

2 , 7 5 9

7 , 4 0 0

1 2 , 1 9 4

項　　　目� 内　　　容� 増収額�

○歳入の確保�

（単位：万円）�

項　　　目� 内　　　容� 削減効果�

○歳出の削減�

　平成16年から本格的な財政改革を進めています。今年度の予算編成では、事業の必要性・効果などあらた

めて見直し、歳入の確保・歳出の削減を図りました。�

　今年度削減などする内容は次のとおりです。�
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課の名称などの変更について課の名称などの変更について�課の名称などの変更について�人　事　異　動（４月1日付）�

　４月１日から、一部課の名称、業務内容が変更となりましたのでお知らせします。�

�

　主な変更点�
�

○町民課を町民生活課に変更し、戸籍・税関係のほか、情報の発信・ゴミ・公共交通・消費生活問題など町

　民生活に密着している業務を担当する。新たに、集落・団体活動支援を行う。�

�

○農林課を農林産業課とし、産業振興室を創設。産業振興室で、商工観光、企業誘致、国内外交流を行う。�

�

○総務課人権同和対策室を教育委員会所管とし人権教育、啓発を一体となって行う。�

　また、子供の国保育園を教育委員会の所管とし、小・中学校と一環した政策を行う。�

　社会教育室を新設し、社会教育、生涯学習と公民館活動の連携を図り事業を推進していく。�

課　　　名� 電話番号� 業　　　務　　　内　　　容�

75－2211総 務 課 �
条例等、消防・防災、統計、人事、情報公開、庁舎、財産管理、

地籍調査�

75－3223町 民 生 活 課 �
庁舎総合案内、国民年金、住民・印鑑登録、町税、固定資産評

価、交通安全、生活環境、消費生活、集落・団体活動支援、広

報、公共交通、町営住宅�

75－3306建 設 課 �
道路新設改良、道路維持管理、公共土木災害、除雪、旧国有財

産管理、上・下水道、屋外広告、河川・砂防・急傾斜防災等�

75－3305企 画 政 策 課 � 行財政改革、各種計画、広域行政、情報施策、財政、定住対策�

75－6111福 祉 保 健 課 �

75－6111地域包括支援センター�

75－2055江 尾 診 療 所 �

保健、医療、福祉、国民健康保険、食生活改善、犬の登録、ボ

ランティアなど、介護保険、後期高齢者医療�

75－3222農 林 産 業 課 �
農業振興、市民農園、畜産振興、林業振興、農林道新設、農林

災害�

75－3222産 業 振 興 室 �
国内外交流、企業誘致、観光、観光施設管理、自然保護、商・

工業、労働雇用�

外科、内科、歯科口腔外科�

75－2211出 納 室 � 収入、支出に関すること�

75－3307議 会 事 務 局 � 議会に関すること�

75－3222農 業 委 員 会 事 務 局 � 農業経営の合理化、農地の異動・転用�

75－2223教 育 委 員 会 事 務 局 � 小中学校施設等、教育相談、児童保育�

75－2223社 会 教 育 室 � 生涯学習、社会体育、明徳学園、青少年育成�

75－2223人 権 同 和 対 策 室 � 人権啓発、人権教育、男女共同参画�

75－2005公 民 館 � 公民館活動支援�

77－2000図 書 館 � 本の貸出し、郷土資料等の収集・保存�

75－3229運 動 公 園 � 施設管理、スポーツ振興等�

75－2004給 食 セ ン タ ー � 学校給食の調理・輸送�

75－2704子 供 の 国 保 育 園 � 児童保育、子育て支援センター�

75－2624明 道 児 童 館 �

75－2624集 会 所 �

【課長級】�
▽教育振興課長兼人権同和対策室長（教育振興課長）　　　　　　　　　　遠藤　　功�

▽企画政策課長（会計管理者兼出納室長）　　　　　　　　　　　　　　　徳岡　利樹�

▽会計管理者兼出納室長（農業委員会事務局長）　　　　　　　　　　　　瀬島　明正�

▽教育振興課社会教育室長兼公民館長兼図書館長（公民館長兼図書館長）　森田　哲也�

▽子供の国保育園長（子供の国保育園園長補佐）　　　　　　　　　　　　篠田　寛子�

▽農林産業課産業振興室長（企画財政課課長補佐）　　　　　　　　　　　矢下　慎二�

▽日野病院組合派遣あやめ事務局次長（昇任）　　　　　　　　　　　　　岡田　雄成�

�

【課長補佐級】�
▽福祉保健課課長補佐（総務課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　　　白石　和恵�

▽教育振興課課長補佐兼教育振興課人権同和対策室室長補佐�

　（総務課課長補佐兼人権同和対策室長）　　　　　　　　　　　　　　　中川久美子�

▽建設課課長補佐（教育振興課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　　　川上　　豊�

▽農業委員会事務局長（福祉保健課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　中川　秀樹�

▽子供の国保育園園長補佐（子供の国保育園主査）　　　　　　　　　　　川端るり子�

▽総務課課長補佐（農林課課長補佐）　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田　慎也�

▽教育振興課課長補佐兼社会教育室室長補佐兼公民館館長補佐兼�

　図書館館長補佐（教育振興課主査）　　　　　　　　　　　　　　　　　石原由美子�

�

【係長級】�
▽子供の国保育園主任保育士（子供の国保育園保育士）　　　　　　　　　仲嶋　明子�

▽教育振興課係長兼人権同和対策室係長（企画財政課係長）　　　　　　　桑原　　巧�

▽福祉保健課係長兼江尾診療所事務長（福祉保健課係長兼江尾診療所事務員）　　川上　良文�

▽農林産業課係長（建設課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　健治�

▽町民生活課係長（建設課係長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野尾泰司�

▽農林産業課産業振興室係長（総務課係長）　　　　　　　　　　　　　　加藤　邦樹�

�

【主任級】�
▽総務課主任（福祉保健課主任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原　順二�

▽出納室主任兼町民生活課主任（出納室主任）　　　　　　　　　　　　　佐々木康二�

▽町民生活課主任（総務課主任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　博志�

�

【主事級】�
▽教育振興課社会教育室主事（教育振興課主事）　　　　　　　　　　　　中尾　達治�

▽農林産業課主事兼農業委員会事務局（農林課主事）　　　　　　　　　　齋鹿　利恵�

▽農林産業課産業振興課主事（企画財政課主事補）　　　　　　　　　　　大岩　寛明�

�

新規採用（4月1日付）�

▽江尾診療所歯科口腔外科医師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　名望�

▽町民生活課主事補　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥田真理子�

�

退　職（3月31日付）�

▽子供の国保育園長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳岡まゆみ�

▽企画財政課課長補佐（鳥取県へ復職）　　　　　　　　　　　　　　　　服部　一雄�

▽江尾診療所歯科口腔外科医師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國竹　洋輔�
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江
尾
診
療
所
歯
科
口
腔
外
科
の

歯
科
医
師
と
し
て
、
平
成
十
七
年

十
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
國
竹
洋

輔
歯
科
医
師
が
三
月
三
十
一
日
付

で
退
職
と
な
り
、
新
た
に
、
林
名

望
歯
科
医
師
が
四
月
一
日
か
ら
赴

任
し
ま
し
た
。�

　
國
竹
医
師
は
、
二
年
六
か
月
の

勤
務
の
中
で
、
訪
問
に
よ
る
診
療

を
行
う
な
ど
、
地
域
医
療
の
最
前

線
で
住
民
の
健
康
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
自
身
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
琴
浦
町
で
「
く
に
た
け
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
し
ま
す
。�

　
退
職
に
あ
た
っ
て
國
竹
医
師
は

「
短
い
間
で
し
た
が
、
江
府
町
の

み
な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
江
尾
診
療
所
で
は
、

鳥
取
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
を
多
く
学
び
ま
し
た
。
特

に
、
訪
問
診
療
に
つ
い
て
は
、
武

地
医
師
か
ら
診
察
室
で
は
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
患
者
さ
ん
の
様
子

や
、
具
体
的
な
訪
問
診
療
で
の
助

言
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
私
の
人
生
に
と
っ
て
、
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、

歯
科
健
診
な
ど
の
予
防
の
重
要
性

な
ど
を
、
肌
身
で
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

　
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
熱
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
林
医
師
は
島
根
県
隠
岐

の
島
の
知
夫
村
（
ち
ぶ
む
ら
）
の
、

歯
科
診
療
所
か
ら
江
尾
診
療
所
に

就
任
と
な
り
ま
し
た
。�

　
林
医
師
は
「
大
変
、
優
秀
な
歯

科
ス
タ
ッ
フ
そ
し
て
、
地
域
医
療

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
、
武

地
医
師
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る

こ
と
を
、
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
も
も
う
一
度
、
歯
科
医
師
に
な

っ
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
原
点
に
か

え
っ
て
、
一
生
懸
命
町
民
の
み
な

さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
決

意
し
て
い
ま
す
。
江
府
町
で
は
じ

ま
る
、
介
護
認
定
を
受
け
居
宅
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象

に
し
た
嚥
下
（
え
ん
げ
：
飲
み
込

み
）
機
能
評
価
事
業
は
大
変
画
期

的
な
事
業
で
、
私
も
し
っ
か
り
学

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

　
ま
た
、
町
で
お
会
い
し
た
と
き

に
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。�

新
体
制
と
な
っ
た
江
尾
診
療
所
は

さ
ら
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連

携
を
強
め
、
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。�

　林医師プロフィ－ル�

1970（S45）　　三重県津市生まれ�

1996（H８）　　広島大学歯学部卒業�

2005（H17）　　鳥取大学医学部歯科口腔外科入局�

2007（H19）　　島根県知夫村歯科診療所勤務�

▲引き継ぎを行う國竹医師(左)と林医師(右)

　気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い�

　
　
　
　 

林  

名
望
歯
科
医
師�

　お
世
話
に
な
り
ま
し
た�

　
　
　
　
　
　
國
竹
歯
科
医
師

二
十
年
四
月
　
歯
科
医
師
の
交
代�

は
や
し�

な�

み�



話�題�町�の�
あなたのまわりの�
明るい話題お知ら�
せください。�
総務課　75－2211

題�町�の�

男
女
共
同
参
画
を
目
指
し�

町
議
会
議
員
報
酬
を
日
当
制
へ�

〜
住
民
代
表
住
民
本
請
求
〜�

日
野
特
別
栽
培
米
研
究
会
が�

　
　
　
　
　
優
秀
賞
を
受
賞�

　
三
月
十
八
日
、
岡
山
市
の
メ
ル
パ
ル
ク
岡

山
で
第
十
三
回
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
日
野
特
別
栽
培
米
研
究
会
（
会
長
　
越
峠

嘉
道
さ
ん
）
は
、
全
国
約
六
十
事
例
の
応
募

の
中
か
ら
、
審
査
に
よ
り
大
賞
（
農
林
水
産

大
臣
賞
）
に
次
ぐ
優
秀
賞
（
全
国
環
境
保
全

型
農
業
推
進
会
議
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
化
学
肥
料
を
一
切
使
用

せ
ず
、
す
べ
て
有
機
質
肥
料
で
栽
培
し
、
安

全
・
安
心
で
味
の
良
い
お
米
を
生
産
し
た
こ

と
、
ま
た
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品

を
生
産
す
る
努
力
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。�

　
研
究
会
の
生
産
活
動
は
、
今
後
、
化
学
肥

料
や
農
薬
の
削
減
で
行
う
、
地
域
の
稲
作
栽

培
の
先
導
者
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
三
月
二
十
二
日
、
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で

人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ざ
っ
く
ば
ら
ん
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
で
は
、
岐
阜
県
地
方
自
治
研
究
セ

ン
タ
ー
の
坪
井
弥
栄
子
事
務
局
長
を
講
師
に

招
い
て
「
私
が
歩
ん
で
き
た
道
こ
れ
か
ら
歩

ん
で
い
く
道
」
と
題
し
て
話
を
聞
き
ま
し
た�

　
坪
井
さ
ん
は
、
女
性
で
初
め
て
役
職
に
就

い
た
と
き
の
苦
労
な
ど
の
話
し
を
し
ま
し
た
。�

　
講
演
会
が
終
わ
り
、
参
加
者
全
員
と
坪
井

さ
ん
を
囲
ん
で
の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
し
合

い
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
問
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。�

　
三
月
七
日
、
住
民
直
接
請
求
を
求
め
る
た

め
署
名
活
動
を
し
て
い
た
住
民
代
表
か
ら
、

議
員
報
酬
日
当
制
と
議
員
定
数
増
の
条
例
制

定
を
求
め
る
署
名
の
審
査
請
求
が
、
江
府
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
し
た
。�

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
署
名
の
有
効
・
無

効
を
審
査
し
、
署
名
簿
の
縦
覧
に
お
い
て
も

異
議
の
申
し
立
て
は
な
く
、
議
員
報
酬
日
当

制
に
つ
い
て
は
有
効
署
名
二
五
〇
無
効
署

名
二
八
、
議
員
定
数
増
に
つ
い
て
は
有
効

署
名
一
二
〇
無
効
署
名
七
で
確
定
し
ま
し
た
。�

　
そ
れ
を
う
け
て
、
三
月
三
十
一
日
、
江
府

町
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
本
請
求
が
、
署
名
簿
を
添

え
て
町
長
に
対
し
て
あ
り
ま
し
た
。
議
員
定

数
増
の
本
請
求
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
町
長
は
、
四
月
一
日
臨
時
会
の
招
集
を
行

い
、
四
月
四
日
か
ら
七
日
に
臨
時
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。�

　
臨
時
会
で
は
、

四
月
七
日
、
住

民
代
表
か
ら
意

見
を
聴
き
採
決

を
行
い
ま
し
た
。�

　
採
決
で
は
、

全
会
一
致
で
否

決
と
な
り
ま
し

た
。�

9
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三
月
二
十
七
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
江
府
町
の
学

び
の
最
高
峰
「
明
徳
学
園
」
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
「
明
徳
学
園
」
は
、
昭
和
四
十

九
年
に
開
学
。
生
涯
学
習
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
三
十
年
以

上
も
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。�

　
現
在
の
学
園
生
数
は
、
普
通
科

四
十
五
名
、
高
等
科
四
十
名
、
研

究
科
六
十
三
名
の
百
四
十
八
名
で
、

一
般
教
養
と
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
課

程
に
、
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。�

　
平
成
十
九
年
度
も
、
一
年
間
の

課
程
を
無
事
に
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
所
定
の
単
位
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。�

　
修
了
式
で
は
、
は
じ
め
に
学

長
・
藤
原
教
育
長
が
、
こ
の
一
年

間
の
学
事
を
報
告
。
続
い
て
修
了

生
の
報
告
が
行
わ
れ
、
普
通
科
、

高
等
科
、
研
究
科
の
単
位
取
得
者

に
証
書
が
、
ま
た
、
普
通
科
四
学

年
、
高
等
科
四
学
年
を
修
了
さ
れ

た
十
七
名
に
は
、
修
了
証
書
が
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

　
理
事
長
・
竹
内
町
長
の
式
辞
、

池
田
成
弘
議
長
の
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
一
年
間
、
休
む
こ
と
な
く

講
座
に
出
席
、
熱
心
に
学
び
、
心

と
技
を
み
が
か
れ
た
十
一
名
の
み

な
さ
ん
に
皆
勤
賞
が
、
永
年
に
わ

た
り
学
園
で
勉
学
に
励
ま
れ
、
元

気
に
ご
活
躍
の
方
に
精
励
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
精
励
賞
は
、
普
通

科
、
高
等
科
と
終
了
し
た
の
ち
さ

ら
に
研
究
科
で
永
く
学
ば
れ
た
方

々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。�

　
今
回
は
次
の
十
一
名
の
み
な
さ

ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

�

●
十
八
年
生�

　
　
上
田
　
義
明
（
本
　
五
）�

　
　
仲
嶋
　
勝
利
（
本
　
五
）�

　
　
川
上
　
　
実
（
本
　
五
）�

　
　
森
田
　
喜
代
（
佐
　
川
）�

　
　
藤
原
　
嘉
久
（
池
の
内
）�

　
　
清
水
　
要
範
（
吉
　
原
）�

●
十
九
年
生�

　
　
越
峠
　
峯
子
（
下
蚊
屋
）�

●
二
十
年
生�

　
　
中
川
　
益
之
（
本
　
二
）�

●
二
十
一
年
生�

　
　
川
上
　
　
操
（
助
　
沢
）�

●
二
十
四
年
生�

　
　
新
見
美
屋
子
（
袋
　
原
）�

●
二
十
七
年
生�

　
　
小
椋
　
千
代
（
下
蚊
屋
）�

�����������

　
何
事
も
「
継
続
は
力
な
り
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね
て

も
自
ら
学
習
の
場
に
参
加
し
、
常

に
学
び
続
け
る
意
欲
、
前
向
き
な

姿
勢
は
、
身
体
と
心
の
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
姿
に
は
、
い
つ
も
向
上
心
を
忘

れ
ず
自
分
を
見
つ
め
、
ひ
た
む
き

に
学
習
し
て
こ
ら
れ
た
長
い
道
の

り
が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
、
さ
ら

に
新
し
い
学
び
を
求
め
る
、
あ
く

こ
と
の
な
い
探
究
心
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。�

��

　
表
彰
状
等
授
与
の
後
、
学
生
代

表
謝
辞
の
中
で
学
生
自
治
会
・
小

田
隆
会
長
は
、
自
治
会
の
提
案
で

実
現
し
た
町
民
歌
の
制
定
に
つ
い

て
触
れ
、
そ
の
完
成
を
喜
び
ま
し

た
。
式
の
締
め
く
く
り
に
は
、
全

員
で
町
民
歌
『
江
府
町
讃
歌
』
を

斉
唱
。
学
園
の
長
い
歴
史
に
新
し

い
ペ
ー
ジ
を
加
え
、
ま
た
次
の
ペ

ー
ジ
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
修
了

式
を
閉
じ
ま
し
た
。�

����������

　
明
徳
学
園
で
は
、
平
成
二
十
年

度
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
入
学

式
は
四
月
二
十
八
日
。
毎
月
の
開

講
日
に
は
、
全
員
で
聴
講
す
る
一

般
教
養
、
自
分
で
選
択
で
き
る
専

門
課
程
で
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。�

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
に
、
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

＊『
江
府
町
讃
歌
』高
ら
か
に
！
＊�
学
ぶ
心
、
い
つ
ま
で
も･･･�

平
成
十
九
年
度 

明
徳
学
園
修
了
式�

▲「学生」の先輩たち�

▲学長の学事報告�▲修了証書授与�

▲精励賞24年生　新見さん�

▲全員で『江府町讃歌』斉唱�



11

青少年育成江府町民会議講演会�
～テレビを長時間見ない、よりよい付き合い方を～�

　
三
月
十
五
日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
・

家
庭
づ
く
り
支
援
部
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
育
て
中

の
保
護
者
ら
約
五
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
内
容
は
、
三
朝
町
指
導
主
事
の
松
浦
靖
明
さ
ん
に
よ
る

『
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
。�

　
松
浦
さ
ん
は
ま
ず
、
三
朝
町
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
生

活
習
慣
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
と
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
話
さ
れ「
保
育
園
児
の
就
寝
時
間
が
遅
い
こ
と｣

「
テ
レ

ビ
な
ど
の
視
聴
時
間
が
長
い
こ
と
」
か
ら
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ

ー
の
取
り
組
み
へ
進
ん
だ
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。�

　
三
朝
町
で
は
、
毎
月
十
五
日
を「
憩
い
の
日
」と
し
て
平
成

十
六
年
九
月
か
ら
全
町
挙
げ
て
『
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
』
を
開

始
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
長
時
間
接
触
の
弊
害
を
防
ぐ
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ビ
を
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
団
ら
ん
の
時
間

を
増
や
す
な
ど
家
庭
状
況
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
調
査
で
は｢

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
食
事｣

「
就
寝
時
刻
が
十
一
時
以
降
の
児
童
」
「
テ
レ
ビ
を
三
時
間

以
上
視
聴
し
て
い
る
児
童
」
の
割
合
が
い
ず
れ
も
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
か
ら
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
継
続
し
た
訓
練
、
親

も
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な

ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
メ
デ
ィ

ア
環
境
は
テ
レ
ビ
よ
り
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
ま
す
。�

　
情
報
を
『
与
え
ら
れ
る
』
か
ら

『
選
ぶ
』
へ
。
み
ん
な
で
取
り
組

む
こ
と
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
ず

は
見
た
い
番
組
を
選
ぶ
、
決
め
る

な
ど
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？�

今月の話題はことわざです。下記に日本のことわざに似ている「欧米」のことわざがあります。�

�

　　　　　　Similar phrases/proverbs 　　　　　　　　　似ていることわざ�

　　To kill two birds with one stone. 　　　　　　　　　 一石二鳥�

　　Like father, like son. 　　　　　　　　　　　　　　　カエルの子はカエル�

　　See no evil, hear no evil, speak no evil 　　　　　　　見ざる 聞かざる 言わざる�

　　Pearls before swine 　　　　　　　　　　　　　　　 豚に真珠�

　　If at first you don’t succeed, try, try again 　　　　 七転び八起き�

　　Necessity is the mother of invention 　　　　　　　 必要は発明の母�

　　You reap what you sow 　　　　　　　　　　　　　自業自得�

　　Honesty is the best policy 　　　　　　　　　　　　 正直は最善の策�

　　Time is money 　　　　　　　　　　　　　　　　　　時は金なり�

�

　いろいろ似ていますね。しかし、実は英語ではことわざをあんまり使いません。なぜならちょっと偉そう�

に見えるからです。でも一応、アメリカで子供たちは学校で勉強させられると思います。次のことわざは、�

私にとって面白いですし、アメリカと日本の文化の価値観をあらわすと思います。�

　　Do unto others as you would have them do unto you 　　　己の欲せざる所は人に施すなかれ�

　　Don’t cover your head and leave your bottom exposed  　頭隠して尻隠さず�
�

　★ことわざや昔からの言い伝えは、日本でもアメリカでも大切にされているのですね。ちょっと偉そうに�

　　見える…というのも、何となく共感できるような気がします。言葉や文化の違いはあっても、心のより�

　　どころを求める気持ちはきっとみんな同じなのでしょう。�

ブライアン
のフリートーク⑨ブライアン
のフリートーク⑨
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江府町スポーツ少年団（野球・剣道）では、がんばる仲間を募集しています。運動が苦手・・・とか、

ルールがわからないから・・・なんて、立ち止まっている人はいませんか？はじめは誰も同じです。仲

間づくり、体力づくりに、どうぞ気軽にご参加ください。�

この指とまれ、こうふっ子！�

スポーツ少年団員募集中ですスポーツ少年団員募集中です!!!!スポーツ少年団員募集中です!!

【チロルジュニア江府（野球）】�
　★対　　象　小学生�

　★練習日時　平日：週３回程度　17：30～又は18：00～（ナイター練習もあります）�

　　　　　　　土日・祝日：半日又は１日�

　　　　　　（団員には、練習表を配布します）�

　★練習場所　運動公園総合グラウンド�

　★問い合わせ先　保護者会長　徳岡慎哉（電話75－3955：徳岡呉服店）�

【江府町剣道スポーツ少年団】�
　★対　　象　保育園児～中学生�

　★練習日時　毎週火・金曜日　午後６時30分～７時30分�

　★練習場所　江府中学校　友信館�

　★問い合わせ先　代表指導者　遠藤敏彦（電話75－3240）�

��

●
　
支
給
対
象
者
（
次
の
状
態
に
あ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
）�

　
　
　
離
別
・
死
別
等
に
よ
り
母
子
家
庭
と
な
っ
た
世
帯
、
企
業
の
閉
鎖
や
会
社
の
倒
産�

　
　
　
に
よ
り
一
時
的
に
収
入
が
激
減
し
た
世
帯
、
災
害
や
入
院
に
よ
り
世
帯
の
支
出
が�

　
　
　
著
し
く
増
え
た
世
帯
　
な
ど�

●
　
支
給
対
象
経
費�

　
　
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
通
学
費
（
支
給
額
は
、
国
の
保
護
制
度
に�

　
　
　
基
づ
き
、
町
で
定
め
て
い
ま
す
）�

●
　
申
請
後
、
世
帯
の
所
得
状
況
調
査
を
行
い
、
支
給
を
決
定
し
ま
す
。�

���

●
　
支
給
対
象
者�

　
①
江
府
町
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
及
び�

　
　
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学
す
る
者
。�

　
②
次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
で
修
学
資
金
の
貸
与
、
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
る
者�

　
　
　
★
　
鳥
取
県
育
英
奨
学
金�

　
　
　
★
　
鳥
取
県
専
修
学
校
奨
学
資
金�

●
　
支
給
額�

　
　
　
★
　
自
宅
通
学
者
　
　
月
額
　
四
〇
〇
〇
円�

　
　
　
★
　
自
宅
外
通
学
者
　
月
額
　
六
〇
〇
〇
円�

●
　
申
請
に
は
「
在
学
証
明
書
」
と
「
貸
与
決
定
通
知
の
写
し
」
が
必
要
で
す
。�

　
　
　�

　
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
（
電
話
　
七
五
・
二
二
二
三
）
ま
で�

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
や
進
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
、
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

学
ぶ
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

学
ぶ
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！�

学
ぶ
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！�

要
保
護
家
庭
等
就
学
援
助
費�

江
府
町
進
学
奨
励
金�



なぜ同じ年齢なのに「若く見える人」

と「老けて見える人」がいるのか? 

長生きする、病気にならない、そ

して若々しく生きる。そのための

秘訣がぎっしりとつまった本をお

届けいたします。�

＊病気にならない生き方　３�

新谷弘実�

トニー&さおりに、待望のベビーが

誕生。超心配性な2人の「てくてく」

子育て模様を、爆笑ネタ満載でお

届けします。�

＊ダーリンは外国人�
　　　　　　　with　BABY

小栗左多里＆ﾄﾆｰ･ﾗｽﾞﾛ�

4月の本棚�4月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

江府町立図書館�
開館時間�

月 ～ 金　8:30～19:00�
土日・祝　8:30～17:30�
TEL　75－2005

・白いジャージ～先生と私～　reY　　・ホテルジューシー　坂木　司　　・乱暴と待機　本谷有希子�

・乳と卵　　川上未映子　　・警官の血　上・下　佐々木譲　　・ミノタウロス　　佐藤亜紀�

・親指の恋人　　石田衣良　　・少女七竈と七人の可愛そうな大人　　桜庭一樹�

・Pure　Hearts－赤―　十和　　・埋もれる　　奈良美那　　・流星の絆　　東野圭吾�

・走ることについて語るときに僕の語ること　　村上春樹　　・ふわふわ　　村上春樹�

・ゆるやかな絆　　大江健三郎　　・恢復する家族　　大江健三郎�

・「新しい人」の方へ　大江健三郎�

★あたらしくはいった本★�

今月のおすすめ�今月のおすすめ�

小説・エッセイなど�

・ザ・シークレット　ロンダ・バーン　・歎異抄をひらく　高森顕徹　　・Life　　加島祥造�

＊病気にならない生き方３　新谷弘実　・病気にならない生き方　レシピ集　新谷弘実・新谷尚子�

・ダーリンは外国人／ダーリンは外国人２／＊ダーリンは外国人　wit　BABY　小栗左多里＆ﾄﾆｰ･ﾗｽﾞﾛ�

・お金は銀行に預けるな　勝間和代　・効率が10倍アップする新・知的生産術　　勝間和代�

・面白いほどよくわかる江戸時代　山本博文監修　　・ぐっすりセラピー　三橋美穂�

・やせる！腰回しダイエット　　ＳＨＩＮＯ�

そのほか�

今月の展示�今月の展示�

今年の標語は「こんにちは、新しい

本。」です。�

小さいときから「本を読む楽しさ」

を知っていることは、子どもが成長

するうえで、とっても大事なことで

す。�

図書館では、「こどもの読書週間」

に合わせて、昨年度いちばん貸出の

多かったランキング順に展示します。

友だちはどんな本を読んでいるのか

な？�

一冊でも気になったら読んでみて！�

図書館おすすめ�

の本も展示しま�

す♪�

（展示こーなー�

で4月15日～）�

�
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4月23日～5月12日は、�
こどもの読書週間！�



総 合 体 育 館　75－3229�

給食センター　75－2004

総合健康福祉センター�

　　　福祉保健課　75－6111�

　　　江尾診療所　75－2055�

　　　歯科口腔外科予約専用�

　　　　　　　　　77－2345

�

�

�

ファックス　75－2389�

出　納　室　75－2211�

総　務　課　75－2211

企画政策課　75－3305�

町民生活課　75－3223�

農林産業課　75－3222�

建　設　課　75－3306�

議会事務局　75－3307�

農業委員会事務局　75－3222

教育委員会事務局　75－2223�

公　民　館　75－2005�

図　書　館　75－2005�

明道児童館　75－2624�

子供の国保育園　75－2704

役場への電話は…�
■　市外電話0859　■�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION
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　鳥取県では、聴覚障害者のコミュニケーション支援を

行う要約筆記者を養成するため、講習会を開きます。�

○内　容　各コース全10回�

　　　　　・実技　・聴覚障害者福祉などに関する講義�

○対　象�

　講習会終了後に地域の要約筆記者の会での活動を継続

　できる方�

　（パソコンコースは、ノートパソコンを持参できる方

　　で、ある程度の入力が可能な方）�

○日時など�

�

�

�

�

�

○申込方法・期限�

　受講申込書に記入し、「要約筆記者養成講習会受講申

　込書」在中と赤で記入のうえ郵送（６月13日当日消

　印有効)�

○申込・問合せ先�

　〒683－0004　米子市上福原7－13－1�

　コミュニケーション支援センター　ふくろう�

　電話　0859－32－7338

要約筆記者要請講習会《基礎課程》受講生募集�

一般向け介護基礎講座�
高齢者の身体的・精神的変化を考える講義・実技と、介護保険サービスについての講座を行います。�

○日時等�

�

�

�

�

�

�

○定　員　先着30人（定員になり次第締め切ります）�

○受講料　無料�

○その他　講座内容・講師など変更することがあります。また、動きやすい服装でお越しください。�

○申込み・お問合せ先�

　　　　　電話またはファクシミリで郵便番号、住所、氏名、電話番号を連絡してください。�

　　　　　〒683－0811　米子市錦町1－139－3　鳥取県西部地域介護実習普及センター�

　　　　　　電話　0859－23－5470　　FAX　0859－23－5018

裁判所見学会�
○場　所　鳥取地方・家庭裁判所米子支部�
○日　時　５月９日　10時～12時�
○定　員　30人�
○申込先　鳥取地方裁判所米子支部庶務課�
　　　　　　電話　0859－22－2205

事業主のみなさん、労働保険の�
「年度更新」はお済ですか？�

　労働保険の、年度更新手続が始まっています。�

　平成19年度の確定保険料申告と、平成20年度

の概算保険料および石綿健康被害救済法に基づく

一般拠出金の申告・納付が必要となります。�

　５月20日までに年度更新手続を行ってください。�

　申告書は、期間中県内各所に設ける集合受付会

場、または鳥取労働局で受け付けています。�

　労働局では、常時申告・納付を受け付けていま

すが、集合受付会場では、事故防止の立場から保

険料納付の取扱をしていません。�

　最寄りの金融機関窓口での、保険料納付にご理

解とご協力をお願いいたします。�

○問合せ先　鳥取労働局労働保険徴収室�

　　　　　　（電話0857－29－1702）�

鳥取県弁護士会による無料法律相談について�
○日　時　５月14日　10時から15時�

○場　所　鳥取地方・家庭裁判所米子支部�

○定　員　25人程度（当日受付順）�

○問合せ先　�

　鳥取県弁護士会（電話0857－22－3912）�

　ただし、当日は次のところに問合せください。�

　　鳥取地方・家庭裁判所米子支部�

　　（電話0859－22－2205）�

YONAGOピンクリボンフェスタ2008
～知ろう乳がん　守ろういのち～�

○日　時　５月11日　10時～16時�

○場　所　米子コンベンションセンター�

○内　容　講演・トークショー（13時～15時30分）�

　　　　　各種展示（10時～16時）�

　　　　　マンモグラフィー検診（事前申込必要）�

　　　　　　　　　　　　　　　（10時～14時）�

○問合せ先�

　ピンクリボンフェスタ実行委員会事務局�

　　電話　0859－28－7081

児童福祉週間です�
５月５日～11日は�

　厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな成

長について国民全体で考えることを目的に、毎年５月５

日の「子どもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定

めて、児童福祉の理念の普及・啓発のための各種事業を

行っています。�

�

※児童福祉の理念�

　児童福祉法第１条に「すべて国民は、児童が心身とも

健やかに生まれ、且つ、育成されるよう努めなければな

らない」とうたわれています。�

�

※2008年児童福祉週間標語�

「つたわるよ　めとめをあわせて　はなしたら」�

海上自衛隊船の見学会�
○日　時　４月19日、20日両日とも13時～16時�
○場　所　鳥取港１号岸壁�
○内　容　船の見学（無料）�
○問合せ先�
　自衛隊鳥取地方協力本部広報室�
　　電　話　0857－23－2251�
　　ＦＡＸ　0857－23－2253

航空自衛隊美保基地開庁50周年記念展�
○日　時　５月12日、13日、15日～18日�

　　　　　平日　10時～17時�

　　　　　土日　９時～18時�

○場　所　夢みなとタワー�

○内　容　基地の歴史、任務・活動などの写真、

　　　　　装備品の展示、アトラクション�

○問合せ先　航空自衛隊美保基地渉外室広報班�

　電話　０８５９－４５－０２１１�

　メール　3taw-adm010@inet.asdf.mod.go.jp�

　ホームページ　http://www.mod.go.jp/asdf/miho/

美保基地航空祭の案内�
○日　時　５月25日　９時～15時�
○場　所　航空自衛隊美保基地内�
○内　容（天候などにより変更あり）�
　・航空機地上展示�
　　（C－1、YS－11、ピッツスペシャルなど）�
　・航空機展示飛行�
　　（Ｔ－４ブルーインパルス、Ｆ－15など）�
　・主要装備品展示�
　　（移動式警戒レーダー、航空機車輪の作動展
　　　示など）�
○その他　自家用車の基地乗り入れはできません。�
　　　　　無料駐車場は用意しますが、公共交通
　　　　　機関をご利用ください。�
○問合せ先　航空自衛隊美保基地渉外室広報班�
　電話　0859－45－0211�
　メール　3taw-adm010@inet.asdf.mod.go.jp�
　ホームページ　http://www.mod.go.jp/asdf/miho/

日にち�

5月23日�

5月30日�

時　　　間� 内　　　　　容� 会　　場�

13時30分～15時30分�

高齢者疑似体験（実技）�

買い物をして高齢者の気持ちを理解しよう�

介護保険制度�

～サービスを利用したいときに役立つ知識～�

ふれあいの里2階

ボランティアセ

ンター�

コース名� 会　場�受講期間� 時　間�

手書き�

パソコン�

ふれあいの里�
(米子市錦町)

13時�
～�

16時�

6月28日�
～9月6日�
おおむね�

毎週土曜日�



江府町人権同和問題啓発標語�

明倫小学校１年　三わ　ゆうだい　｢うん、いいよ｣　うれしいことば　ありがとう�
江尾小学校１年　もりた　あ　み　ともだちの　えがおきらきら　たからもの�

学年は応募があった平成19年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�

都合により、日程が変更される場合があります。� 5月�4月�

16

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報・採用に関することなどは�

　　　　米子公共職業安定所根雨出張所 (TEL72-0065) へ連絡して下さい。�

4月分�

136,500不問�日 野 病 院 組 合 �
( 介 護 老 人 保 健 施 設 あ や め )

7:30～16:15�
8:30～17:15�
10:00～18:45

介護職員�武庫475

109,200～117,600不問�合 同 会 社 　 B l o o m 8:30～17:30事務員�
米子市新開5-47-4�
(就業場所：江府町
武庫　藤田商事)

時給810不問�日 野 病 院 組 合 �
( 介 護 老 人 保 健 施 設 あ や め )

7:30～18:45の
間の�

２時間以上�
介護職員�武庫475

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�
�

8�
�

9�

10�

11

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

�

�

�

�

�

�

�

公民館講座（エコクラフト）�

ナイター利用開始�

公民館講座（生花）�

�

�

�

�

�

�

�

防災情報センター�

運動公園�

防災情報センター�

�

�

�

�

�

�

�

13：30～�

�

19：00～�

ハローワークからから求人情報�ハローワークから求人情報�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

14�

15�

�

16�

�
�

17�
�

18�

19�

20�

21�

22�
�

23�

�

24�
�

25�

26�

27�

28�

29�

30

月�

火�

�

水�

�
�

木�
�

金�

土�

日�

月�

火�
�

水�

�

木�
�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

�

３歳児健診�

ねんきん特別便出張相談会�

公民館講座（押し花）�

納税組合長会議�

健康推進委員会�

小学校修学旅行（～18日）�

�

�

春季グランドゴルフ�

�

公民館講座(花の樹脂粘土手芸)(体験)�

５歳児健診�

区長会(明倫・俣野校区)�

５歳児健診�

区長会（江尾校区）�

区長会（米沢校区）�

�

明徳学園�

�

総合健康福祉センター�

役場会議室�

防災情報センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

広島方面�

�

�

せせらぎ公園�

�

防災情報センター�

子供の国保育園�

明倫小�

子供の国保育園�

防災情報センター�

米沢小�

�

山村開発センター�

�

�

10：00～15：00�

13：00～�

19：00～�

13：30～�

�

�

�

9：00～�

�

13：30～�

�

19：00～�

�

19：00～�

19：00～�

�

10：00～�

受付�
13：00～13：30

受付�
12：45～13：00

受付�
12：45～13：00



《４月の納税は》�

・軽自動車税�

納期限は４月30日(水)です。�
（口座振替は４月30日）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　785日　（４月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　218日　（４月１日現在）�

火　　災�

ご　寄　付�

17

納付期限�

４月分�
平成20年６月２日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（３月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　貝　田　森田　彷正　本人退院�

　　杉　谷　河上　千寿　本人退院�

　　美　用　井口さき子　本人退院�

　　美　用　板井　　久　本人退院�

　　洲河崎　三好　　環　本人退院�

◎香典返しとして�

　　本　一　草　　恒子　夫房明死去�

　　新　道　影山健一朗　母絹子死去�

　　貝　田　車　　數照　母琴死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,673人（－16）�

男　1,733人（－６）�

女　1,940人（－10）�

�

世帯数　1,155世帯（－３）�

�

３月末現在（　　）は前月比�

３月届�
（敬称略）�

軟らかいプラスチックを�
分別して出してください。�

※排出するときの注意点�
食品用トレイなど汚れがついているものは必ずきれいに洗ってから出

してください。�

どうしても汚れが取れない場合は、従来どおり可燃ごみで出してくだ

さい。�

　ハサミで切れる軟らかいプラスチックは、４月から「軟質プラスチ

ック」として新たに分別していただいています。代表的なものを掲載

しますので、参考にしてください。�

人の動き�
�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　 名）　（性別）（保護者）�

尾之上原　宮本　啓史　 男　　　慎也�

御　机　中田　　豪　 男　　　尚�

◎ご結婚を祝します�

梅林　　優　　武庫�

山本さやか　　米子市から�

伊達　和利　　御机�

南葉　菜美　　小江尾から�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

貝　田　車　　　琴　104歳　　數照�

本　一　草　　房明　86歳　　恒子�

新　道　影山　絹子　89歳　　本人�

池の内　藤原　理行　78歳　　昌美�

池の内　藤原　義美　80歳　　伸吾�

大河原　清水　綾子　91歳　　本人�

)
)

タッパー� お菓子の袋� ＣＤ�

ハンガー� 洗剤の詰め替え容器� スポンジ�

歯ブラシ� 豆腐の容器� ビニール袋�

カップ麺のふた� 食品の容器� 洗面器等�



発行／江府町役場� 編集／町民生活課　印刷／冨士印刷（有）�
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475�
TEL（0859）75－3223　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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子供の国保育園入園式子供の国保育園入園式�子供の国保育園入園式子供の国保育園入園式�子供の国保育園入園式�

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けましょう�

　４月２日、子供の国保育園で入園式が

ありました。今年度は、89人の入園でス

タートします。�

　式では、名前を呼ばれた園児は、元気

よく返事をしていました。�

　これからは、たくさんの友だちと仲良

く元気よく保育園で過ごしていくことに

なります。�

　この時期は、新入学（園）や職場の異動など環境が変化し、交通事故の発生が多くな

ります。一人ひとりが交通安全について考え、交通ルールの遵守と交通マナーの向上に

取り組みましょう。�

交通安全に
気をつけましょう交通安全に
気をつけましょう交通安全に
気をつけましょう

○子どもと高齢者の交通事故防止�

○すべての座席のシートベルトと�

　チャイルドシートの正しい着用の徹底�

○自転車の安全利用の推進�

○飲酒運転の根絶�

重点推進事項�


